
第
五
節

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
か
ら

「
五
五
年
体
制
」

朝
鮮
戦
争
と
神
戸
市

の
成
立

朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と

レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ

た
。
七
月
十
八
日
戦
争
開
始
か
ら
コ
一
週
間
を
経
て
、

昭
和
二
十
五
（
一
九
五
O
）
年
六
月
二
十
五
日
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
、
冷
戦
が
熱
い
戦
争
へ
と
点
火
さ
れ

マ
ッ
カ
l
サ
ー
は
報
道
関
係
か
ら
共
産
党
員
を
追

放
せ
よ
と
の
勧
告
を
出
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
間
二
十
四
日
か
ら
八
月
五
日
に
か
け
て
、
放
送
・
新
開
五

O
社
で
七

O
四
人

の
レ
ッ
ド
・
パ
！
ジ
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
つ
六
月
六
日
G
H
Q
は
、
共
産
党
中
央
委
員
二
四
人
の
追
放
を
指
令
し
、
翌

停
刊
、

つ
や
つ
い
て
無
期
停
刊
と
い
う
よ
う
に
、
共
産
党
へ
の
弾
圧
を
強
行

七
日
に
は
機
関
紙
吋
プ
カ
ハ
タ
』
編
集
部
幹
部
一
七
人
の
追
放
、
さ
ら
に
朝
鮮
戦
争
勃
発
の
翌
日
吋
ア
カ
ハ
タ
b

の一一一

0
日
間

し
、
事
実
上
の
非
合
法
状
態
に
追
い
込
ん
だ
。

レ
y
ド
・
パ

i
ジ
は
さ
ら

に
民
間
産
業
・
官
公
庁
に
も
及
ん
だ
。

兵
庫
県
下
で
も
、
点
領
軍
の
指
導
の
下
、
神
戸
新
聞
社
の
七
人
を
皮
切

り
に
以
後
十
一
月
十
一
日
ま
で
に
、
五
聞
社
、

五
一
八
人
が
追
放
さ
れ
た

表 207 昭和25年12月

5日現在レッド・

ノ《ージの進捗状況
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459 
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否
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表記載のとおり。
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（表加）。

レ
ッ
ド
・
パ
i
ジ
に
対
す
る
労
働
組
合
の
反
対
陣
争
は
全
国
的
に
低
調
で
あ
り
、

兵
庫
県
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
当
局
側
で
は
次
の
よ
う
に
見
て
い
た
。

「
県
下
労
組
の
態
度
は
全
般
的
に
大
し
た
動
き
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

之
の
原
田
凶
と
し
て
は
時
局
の
緊
迫
が
労
組
に
反
映
し

た
こ
と
と
、
労
組
員
が
問
調
者
の
熔
印
を
押
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
内
部
約
に
翻
争
の
機
運
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
各
労
組
は
形
式
的
に
は
一
応
追
放
反
対
或
は
労
働
者
の
一
方
的
解
一
肢
に
反
対
の
意
向
を
示
し
た
が
、

サンプランシスコ講和から「五五年体制」の成立

実
際
的
に
は
板
め
て
冷
淡
で
、

見
送
り
の
態
度
に
出
る
も
の
も
多
い
L

（
神
戸
述
務
調
整
事
務
局
『
執
務
半
月
報
』
昭
和
二
十
五
年
十

二
月
十
六
日
J
三
十
一
日
）
と
述
べ
て
い
た
。

こ
の
レ
ッ
ド
・
パ
i
ジ
に
よ
っ
て
、
間
以
下
の
産
別
系
の
左
翼
労
働
運
動
は
大
幅
に

後
退
し
た
。

朝
鮮
戦
争
勃
発
五
カ
月
後
の
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
、
神
戸
朝
鮮
人
皮
税
闘
争
が
起
こ
っ
た
。
戦
後
悪
性

第
二
次
神
戸
朝

鮮
入
学
校
事
件

イ
ン
フ
レ
が
お
さ
ま
る
に
つ
れ
、

日
本
人
の
生
活
は
ど
う
に
か
落
ち
着
き
ゃ
｝
み
せ
は
じ
め
た
も
の
の
、
多

く
の
朝
鮮
人
は
な
お
失
業
苦
と
生
活
苦
の
中
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
前
年
の
団
体
等
規
制
令
に
よ
る
朝
連
な
ど
朝
鮮
人
間
体
の

解
散
に
始
ま
る
一
連
の
動
き
に
対
す
る
不
満
と
相
ま
っ
て
、
騒
援
事
件
に
発
展
し
た
と
思
わ
れ
る
。
事
件
は
、
向
ニ
十
日
神
戸

市
長
田
区
役
所
に
つ
朝
鮮
人
に
対
す
る
市
民
税
の
免
除
と
生
活
保
護
の
撤
底
」
を
求
め
て
、
集
団
陳
情
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま

っ
た
。
向
日
午
後
一
時
ご
ろ
、
長
田
医
役
所
に
集
団
諌
情
に
臨
ん
だ
朝
鮮
人
は
、
区
長
の
間
容
を
不
満
と
し
、
一
隊
長
を
「
軟
禁

状
態
」
に
し
た
と
こ
ろ
、
区
長
の
出
動
要
請
に
よ
り
、

国
警
察
署
員
九

O
人
が
出
動
、
瞭
情
簡
を
解
散
さ
せ
、
朝
鮮
人
リ
l

第五節

ダ
ー
を
公
務
執
行
妨
害
で
検
挙
し
た
。
こ
の
た
め
、
同
二
十
四
日
、
検
挙
者
の
即
時
釈
放
を
要
求
し
て
、
長
岡
一
弘
浜
添
通
の
西

神
戸
朝
鮮
入
学
校
に
約
四

O
O人
の
朝
鮮
人
が
集
合
、

田
区
役
所
に
押
し
か
け
た
。
一
弘
長
の
要
請
で
再
び
出
動
し
た
警
官
隊

近代・現代際交綴IV98工



は
、
陳
情
団
を
実
力
で
排
除
、
再
度
の
検
挙
を
行
っ
た
。
こ
の
二
度
に
わ
た
る
検
挙
に
対
し
、
二
十
六
日
、
神
戸
市
内
の
朝
鮮

人
は
販
路
、
明
石
お
よ
び
周
辺
の
朝
鮮
人
一
一

0
0
0人
を
動
員
し
、
集
団
抗
議
行
動
を
翌
日
に
起
こ
す
こ
と
を
決
定
、
こ
う
し

て
十
一
月
二
十
七
日
い
わ
ゆ
る
「
第
二
次
神
戸
朝
鮮
入
学
校
事
件
」
と
呼
ば
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。

当
日
、
西
神
戸
朝
鮮
入
学
校
に
集
結
し
た
朝
鮮
人
約
八

O
O人
は
、
開
校
で
「
祖
国
統

決
起
大
会
」
を
開
催
し
た
の
ち
、

橋
付
近
で
衝
突
、
乱
闘
状
態
と
な
り
、
朝
鮮
人
一
七
六
人

午
後
五
時
半
検
挙
者
の
釈
放
を
要
求
し
て
長
田
区
役
所
に
向
か
っ
て
行
進
し
、
待
機
中
の
警
官
隊
約
一
二

O
O
O人
と
新
湊
川
大

が
検
挙
さ
れ
、
双
方
と
も
で
約
六

O
人
の
負
傷
者
を
出
し

た
。
結
局
、
こ
の
事
件
は
騒
援
罪
が
適
用
さ
れ
、
検
挙
者

一
七
六
人
の
う
ち
、

四
四
人
が
検
察
庁
送
り
と
な
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
と

裕
一
戸
の
緩
済

朝
鮮
戦
争
は
、
大
企
業
の
合
理
化
と
中

小
企
業
の
整
理
と
い
う
形
を
と
っ
て
進

行
し
つ
つ
あ
っ
た
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
の
も
と
厳
し
い
条
件

下
に
お
か
れ
た
日
本
経
済
を
蘇
生
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
総
額
一

O
億
ド
ル
と
い
う
特
需
を
も
た
ら
し
、

日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
な
お
よ
ぼ
し
た
。
世
界
的
な
寧

拡
機
運
に
よ
る
海
外
へ
の
輪
出
の
増
大
と
相
ま
っ
て
、
前

年
度
の
不
況
を
吹
き
飛
ば
し
て

大
ブ
l
ム
を
巻
き
起
こ

兵庫県特笥受注額推計

職業 部 Fう 全 国 兵庫県 （伊）
内 同 6.l° 機 指員 告ま 兵 11,829,240 801,098 

物
金属及び金属製品 7,884,000 533,893 6.8 

木 キオ 皮 相b 5, 118, 840 1,693 0.0 

紡 織 製 口口口 3,258,000 312,600 9.6 

化 A寸Mー与 製 n仁nl 1, 901, 520 490, 199 25.8 
資

そ の 他 2,375,280 

計 32,366,880 2, 139,483 6.6 

サ
船 品自 修 理 183,882 

機 ノ日て 修 理 42,835 

ピ 輸送荷役倉隊 240,438 

ス
言「 19,391,040 467, 155 2.4 

I日>. 計 51, 757,920 2,606,638 5.0 

表 208
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し
、
日
本
経
済
の
復
興
を
一
挙
に
促
進
し
た
。

『
経
済
白
書
』
に
よ
る
と
、
わ
が
田
の
鉱
工
業
生
産
は
昭
和
二
十
五
年
に
は
昭

和
九

i
十
一
年
平
均
の
一
・
O
五
倍
と
な
っ
て
戦
前
水
準
に
回
復
し
、
翌
二
十
六
年
に
は
一
・
一
一
一
一
倍
と
な
っ
て
そ
れ
を
完
全

に
上
回
っ
た
。

朝
鮮
戦
争
の
影
響
は
神
戸
経
済
に
も
端
的
に
現
れ
た
。
神
戸
製
鋼
所
で
は
、
昭
和
二
十
四
年
に
は
ド
ッ
ジ
の
緊
縮
政
策
に
よ

っ
て
売
上
純
益
率
が
前
年
の
一
・
一

%
か
ら

0
・
六
%
に
半
減
す
る
ほ
ど
の
打
撃
を
う
け
た
が
、
戦
争
勃
発
の
翌
年
に
は
売
上

サンフランシスコ談和から「五五年体制」の成立

高
、
純
益
金
の
増
加
が
著
し
く
、
配
当
も
特
別
を
含
め
て
一
一
一
割
配
当
を
行
な
い
、

し
か
も
社
内
留
保
率
は
八
O
な
い
し
九
O
%

の
超
高
率
を
示
す
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
川
崎
製
鉄
、
三
菱
造
船
、
川
崎
重
工
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
神
戸
の
工
業
の
中
で
独
特
の
地
位
を
占
め
る
ゴ
ム
工
業
も
粉
鮮
戦
争
に
よ
っ
て
好
影
響
を
受
け
た
。
な
お
、
神
戸
の
鹿
業

に
お
け
る
特
需
の
状
況
に
つ
い
て
の
推
計
は
表
加
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
間
、
神
戸
港
は
ア
メ
リ
カ

の
兵
姑
装
地
と
し
て
軍
貨
物
の
移
出
入
が
激
し
く
、
民
間
輸
出
入
貨
物
も
増
加
し
た
か
ら
、

港
湾
施
設
の
大
部
分
が
接
収
さ
れ
た
ま
ま
で
は
あ
っ
た
が
、
滋
は
活
気
と
混
乱
に
満
ち
た
。
神
戸
市
で
は
、
接
収
中
の
港
湾
施

設
の
返
還
を
求
め
た
が
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の
は
昭
和
二
十
九
年
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

2 

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
締
結

第五節

議
和
問
題
と

平
和
運
動

講
和
条
約
の
締
結
問
題
は
、
昭
和
二
十
一
一
年
初
め
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
当
時
は
機
が
熟
さ
ず
立

ち
消
え
に
な
っ
た
。
講
和
促
進
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
の
は
、
冷
戦
の
中
で
ア
メ
リ
カ
の
占
領
政
策
が
臼
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本
の
経
済
復
興
を
最
重
要
視
す
る
方
向
に
転
換
し
始
め
た
昭
和
二
十
一
一
一
年
末
以
障
の
こ
と
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
i
マ
ン

大
統
領
は
対
日
講
和
の
推
進
の
た
め
に
、
共
和
党
の
ジ
ョ
ン
H

ブ
ー
ス
タ
l

H

ダ
レ
ス
を
特
使
に
任
命
し
た
。
ダ
レ
ス
は
一
一
一
度

来
日
し
、
吉
田
首
相
ら
政
府
首
脳
と
懇
談
し
、
講
和
条
約
の
締
結
に
向
け
て
の
交
渉
を
開
始
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
最
も
論
議

を
よ
ん
だ
の
が
、
米
ソ
冷
戦
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
社
会
主
義
聞
も
含
め
た
す
べ
て
の
交
戦
国
と
の
「
全
商
講
和
L

を
結
ぶ
ベ

き
か
あ
る
い
は
社
会
主
義
閣
を
除
い
た
っ
単
独
講
和
L

を
結
ぶ
べ
き
か
と
い
う
点
と
、

「
再
軍
備
L

問
題
で
あ
っ
た
。

当
時
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
全
面
講
和
一
一
一
一
一
一
%
、
単
独
講
和
四
五
・

一
%
（
『
毎
日
』
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
二
十
一
日
。
な
お
、

朝
鮮
戦
争
開
始
後
、
全
面
講
和
は
一
四
・
三
%
に
急
落
、
単
独
講
和
は
六
六
・
三
%
に
急
上
昇
し
て
い
る
。
『
毎
日
』
昭
和
二
十
六
年
一
月
一
一
一
日
）

で
あ
り
、
再
軍
備
に
対
し
て
は
賛
成
六
五
・
八
%
、
反
対
二
ハ
・
五
%
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
戦
禍
の
記
憶
の
生
々
し
さ
が
残

る
中
で
、
全
国
講
和
の
要
求
と
再
箪
備
反
対
の
声
が
、
知
識
人
お
よ
び
労
働
組
合
か
ら
起
こ
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
一
一
一
月
知
識

人
を
中
心
に
つ
平
和
問
題
懇
談
会
」
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
全
面
講
和
を
求
め
る
戸
が
あ
が
っ
た
。

「
原
子
兵
器
使
用
禁
止
と

悶
際
管
理
」
を
求
め
た
一
一
十
五
年
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
ア
ピ
ー
ル
署
名
運
動
が
朝
鮮
戦
争
開
始
前
か
ら
全
国
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、

兵
庫
県
下
で
も
二
五
万
人

0
0
0
（
二
十
五
年
末
）
に
迷
し
て
い
た
。
全
国
講
和
宏
求
め
る
運
動
は
、
朝
鮮
戦
争
の
開
始
、
対
日

講
和
の
切
迫
に
よ
っ
て
二
十
六
年
に
入
り
急
速
に
進
展
し
た
。
間
年
一
月
、
共
産
党
・
労
農
党
・
社
会
党
の

部
、
産
別
・
私

鉄
総
連
お
よ
び
中
立
系
労
組
、
農
民
組
合
な
ど
に
よ
っ
て
「
全
面
講
和
愛
閏
運
動
協
議
会
L

（
全
愛
協
）
が
結
成
さ
れ
、
全
閣
議
和
、

再
軍
備
反
対
の
ご
項
目
に
つ
き
、
七
千
万
署
名
運
動
が
始
め
ら
れ
た
。
間
十
九
日
、
社
会
党
第
七
回
大
会
は
「
全
一
期
講
和
・
中

立
堅
持
・
軍
事
基
地
反
対
L

の
一
一
一
原
則
に
「
一
将
軍
備
反
対
し
を
加
え
て
「
平
和
四
原
則
L

を
決
定
し
た
。
ま
た
、
一
ニ
月
の
総
評

第
一
一
回
大
会
は
平
和
四
原
則
を
激
し
い
議
論
の
う
ち
に
決
め
、
国
際
自
由
労
連
一
括
加
盟
も
苔
決
、
七
月
に
は
「
平
和
推
進
国

984 2i'B王室主戦後の神戸市



民
会
議
」
を
結
成
、
単
独
講
和
反
対
の
活
動
を
展
開
し
た
。

兵
庫
県
下
で
は
一
月
末
以
来
、
兵
教
組
・
県
職
・
悶
鉄
神
戸
支
部
な
ど
の
有
志
に
よ
っ
て
「
全
愛
協
し
の
組
織
化
、
署
名
運

動
が
行
わ
れ
、
こ
の
運
動
は
つ
い
で
「
兵
庫
県
平
和
協
議
会
」
を
生
み
、

「
非
武
装
・
非
交
戦
の
新
憲
法
を
思
持
、
平
和
を
望

む
あ
ら
ゆ
る
階
級
階
穏
や
｝
乗
り
越
え
た
広
汎
な
人
々
の
集
い
に
よ
っ
て
平
和
を
守
る
」
署
名
運
動
、
集
会
が
開
か
れ
た
。
他
方
、

勺
一
平
和
推
進
関
民
会
議
」
傘
下
の
運
動
は
私
鉄
関
西
総
連
の
方
針
に
よ
り
、

「
地
連
百
万
名
署
名
運
動
」
を
展
開
、
山
陽
電
鉄

サンフランシスコ講和から「五五年体制」の成立

労
組
は
「
戦
争
は
い
や
だ
。
広
島
の
悲
劇
を
繰
り
返
す
な
、
平
和
を
守
る
た
め
に
署
名
に
協
力
し
よ
う
L

の
ピ
ラ
で
署
名
運
動

に
努
め
、
阪
神
・
阪
急
両
労
組
は
「
一
平
和
の
タ
ベ
し
を
諮
問
体
と
と
も
に
開
い
た
。
そ
の
他
の
労
組
も
署
名
運
動
を
展
開
し
た

が
、
組
合
内
の
不
一
致
も
あ
っ
て
、
全
体
と
し
て
十
分
に
発
展
し
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、

・
全
識
・
梅
員
組
合
な
ど
新
総

同
盟
は
「
平
和
推
進
国
民
会
議
の
エ
セ
平
和
運
動
と
一
一
線
を
闘
し
、

一
切
共
同
行
動
を
し
な
い
L

と
し
て
、
単
独
早
期
講
和
を

要
望
、
神
戸
市
労
連
で
は
代
議
員
提
案
の
「
講
和
条
約
批
被
反
対
を
運
動
方
針
に
明
記
」
す
る
こ
と
が
採
決
で
敗
れ
た
。

し
た

が
っ
て
、
講
和
条
約
を
め
ぐ
っ
て
は
、
労
組
は
大
き
く
分
裂
し
て
い
た
。
結
局
、
講
和
条
約
は
昭
和
一
一
十
六
年
九
月
サ
ン
ブ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
結
ぼ
れ
た
。
向
日
、

日
米
安
全
保
障
条
約
も
調
印
さ
れ
た
。

ニ
・
一
ス
ト
後
、
労
働
運
動
の
分
野
で
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
民
主
化
問
毘
派
（
民
間
派
）
を
中
心
と
す
る
労

遅
れ
た
兵
庫
県

総
評
の
結
成

働
戦
線
統

の
動
き
は
、
占
領
軍
の
支
持
も
あ
っ
て
、
昭
和
ニ
十
五
年
一
一
一
月
十
一
日
日
本
労
勘
組
合
総
評

議
会
（
総
評
）
の
結
成
準
備
会
に
い
た
っ
た
。
そ
れ
は

方
で
、
日
本
労
働
総
向
盟
の
解
体
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、

第五節

労
働
戦
線
の
再
編
を
引
き
起
こ
し
た
。
兵
隊
県
で
は
右
派
の
一
一
一
菱
労
組
・
海
員
組
合
・
全
識
な
ど
が
総
間
盟
解
体
に
反
対
し
、

再
建
運
動
に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
間
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と
レ
ヅ
ド
・
バ
！
ジ
は
県
下
の
労
働
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
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共
産
党
系
の
労
組
は
ま
っ
た
く
解
体
状
態
と
な
り
、
兵
庫
産
別
も
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
。

玉
、
百
科
寸
円
内
」
中
l
h

刀口一円山川

正ノ

E
lノ
1
t
R
4平

一
十
五
年

一
月
兵
庫
県
労
働
組
合
統
一
準
備
会
が
発
足
、

そ
し
て
中
央
で
は
七
月
総
評
第
一
回
結
成
大
会

が
聞
か
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
神
戸
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
六
年
一
ニ
月
神
戸
地
方
労
働
組
合
協
議
会
（
神
戸
地
労
協
）
が
結
成

さ
れ
、
総
評
を
軸
と
す
る
戦
線
統

を
進
め
る
が
、
他
方
で
既
存
の
総
同
盟
組
織
や
県
連
組
織
を
あ
く
ま
で
統

し
た
ま
ま
、

新
た
な
組
織
へ
移
行
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

一
貫
し
て
総
悶
盟
の
分
裂
に
反
対
し
て
き
た
。
昭
和
ニ
十
六
年
八
月
ニ
日
総
向

盟
兵
庫
県
連
第
五
回
大
会
が
聞
か
れ
、
投
票
の
結
果
解
散
賛
成
五
ニ
、
存
続
一
一

O
と
な
り
、
解
散
が
決
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、

県
下
労
組
に
お
い
て
は
、

一
方
で
総
評
の
傘
下
地
方
組
織
と
し
て
兵
庫
県
労
働
組
合
会
、
識
の
結
成
へ
進
む
グ
ル
ー
プ
と
、
ま
た

一
方
で
総
悶
盟
県
連
の
再
建
活
動
へ
進
む
グ
ル
ー
プ
と
に
分
か
れ
、
結
局
丘
（
路
県
総
評
が
設
立
さ
れ
た
の
は
こ
十
六
年
十
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

社
会
党
の

分
裂

講
和
問
題
は
、
社
会
党
内
に
く
す
ぶ
っ
て
い
た
左
右
対
立
を
顕
在
化
さ
せ
た
。
二
十
五
年
十
二
月
、
社
会
党
は

全
国
講
和
・
中
立
堅
持
・
軍
事
基
地
反
対
と
い
う
っ
一
平
和
一
一
一
原
則
的
L

を
採
択
し
た
（
の
ち
一
持
軍
備
反
対
を
加
え
「
四

原
則
」
と
・
沿
っ
た
）
。
こ
れ
に
対
し
、
布
派
は
外
交
方
針
の
修
正
を
求
め
て
い
た
。
ニ
十
六
年
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
講
和
条
約
・

日
米
安
保
条
約
が
調
印
さ
れ
、
そ
の
批
准
が
日
程
に
上
っ
て
く
る
と
、
党
内
の
対
立
は
取
点
に
達
し
た
。
左
派
は
両
条
約
に
反

対
の
立
場
を
と
っ
た
が
、
右
派
の
大
勢
は
平
和
条
約
賛
成
・
安
保
条
約
反
対
で
あ
っ
た
。
二
十
六
年
十
月
五
日
社
会
党
中
央
執

行
委
員
会
は
二
ハ
対
一
間
と
い
う
少
差
で
右
派
の
路
線
を
決
定
し
た
。

し
か
し
、
同
二
十
四
日
開
か
れ
た
党
大
会
で
は
、
代
議

員
数
で
勝
る
左
派
が
両
条
約
反
対
に
持
ち
込
み
、
そ
の
結
果
、
社
会
党
は
左
右
に
分
裂
し
た
。

兵
康
問
附
の
社
会
党
は
圧
倒
的
に
右
派
（
な
い
し
は
中
間
派
）
勢
力
の
強
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
大
会
に
お
い
て
も
、
県
か
ら
の
代
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議
員

し
か
し
、
県
連
の
大
勢
は
右
派
支
持
に
傾
斜
し
つ
つ
も
、

勺
中
央
大
会

一
一
一
人
中
一
一
人
は
右
派
案
を
支
持
し
て
い
た
。

分
裂
の
影
響
は
県
速
に
も
ち
こ
ま
ず
、
社
会
民
主
主
義
政
党
の
全
国
的
統
一
に
協
力
す
る
」
と
し
て
い
た
。
県
総
評
の
結
成
が

遅
れ
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
働
総
合
の
動
向
が
党
の
分
裂
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。

し
か
し
、
間
十
一
一
月
十
八
日
左

派
社
会
党
本
部
か
ら
県
連
解
体
指
令
が
出
さ
れ
、
兵
庫
県
で
も
分
裂
は
不
可
避
と
な
っ
た
。
翠
一
一
十
七
年
一
月
九
日
、
党
県
連

は
正
式
に
そ
の
分
裂
を
決
定
し
、
以
後
在
右
両
派
は
そ
れ
ぞ
れ
県
連
大
会
の
準
備
を
進
め
た
。

か
く
し
て
、
左
派
が
同
日
県
連

サンフランシスコ総和から「五五年体制IJの成立

結
成
大
会
を
開
い
た
の
に
つ
づ
き
、
間
二
十
四
日
右
派
も
県
連
大
会
を
も
っ
た
。
と
は
い
え
、
神
戸
に
関
し
て
い
え
ば
、
必
ず

し
も
左
右
分
裂
が
直
ち
に
現
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
神
戸
市
会
内
で
は
翌
ニ
十
八
年
七
月
左
派
が
卒
新
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
ま

で
、
そ
の
統
一
は
保
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

戦
後
一
一
回
目
の
市
会
議
員
選
挙
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
二
十
五
日
投
票
が
行
わ
れ
た
。
今
田
は
、
前
年
ム
口

昭
和
二
十
六
年

市
会
議
長
選
挙

併
さ
れ
た
東
部
五
カ
町
村
が
新
た
に
東
灘
区
と
し
て
加
え
ら
れ
た
の
で
、

八
一
以
一
定
員
六

O
人
と
な
っ
た
。

立
候
補
者
数
は
、
自
由
党
七
一
入
、
民
主
党
一
人
、
闘
員
民
主
党
四
人
、
社
会
党
三
一
人
、
共
産
党
人
入
、
労
決
党
一
人
、
無

所
鼠
八
六
人
の
計
一
一

O
ニ
人
で
あ
っ
た
。
う
ち
新
人
は
一
四
七
人
、
女
性
七
人
の
立
候
補
で
あ
っ
た
。
投
票
率
は
前
聞
を

%
以
上
上
回
っ
て
、
七
回
・
一
一
一
一
一
%
と
な
っ
た
。
結
果
は
、
現
職
が
相
次
い
で
落
選
し
、
前
回
と
同
様
六

O
人
中
一
一
一
二
人
、
約

二
分
の

強
を
新
人
が
占
め
た
。
ま
た
、
生
田
一
民
か
ら
初
め
て
女
性
議
員
が
当
選
し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
党
派

別
で
は
、
自
由
党
二
七
人
、
社
会
党

民
主
党
二
人
、
労
農
党
一
人
、
無
所
属
一
七
人
で
あ
っ
た
。
党
派
別
立
候
補
者

第五節

数
・
当
選
者
数
・
得
票
数
等
に
つ
い
て
は
、
表
加
の
と
お
り
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
三
十
日
に
は
兵
庫
県
知
事
選
挙
・
県
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
知
事
選
で
は
、
現
職
の
岸
悶
幸
雄
が
前
副
知
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昭和26年 4月市会議長選挙結果表 209
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事
徳
崎
呑
を
一
一
一
五
万
票
以
上
引
き
離
し
て
再
選
さ
れ
た
。
間
開
会
議
員
選
挙
で
は
、
神
戸
市
全
区
の
合
計
定
数
一
九
人
に
対
し
問

一
一
一
人
が
立
候
補
し
た
が
、
結
果
は
自
由
党
一
一
人
、
社
会
党
間
人
、
民
政
会
二
人
、
無
所
属
工
人
と
な
っ

月
か
ら
第
問
中
一
人
堤
を
皮
切
り

港
湾
の
接

収
解
除

に
神
戸
港
の
大
部
分
が
接
収
解
除
さ
れ
た
。
原
口
市
長
は
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
一
年
後
の
、
昭
和
一
一

神
戸
埠
頭
株
式
会
社
を
公
私
共
同
企
業
と
し
て
設
立
し
社
長
に
就
任
し
、
そ

サンフラ γシスコ講和から「五五年体制」の成立

こ
で
運
輸
省
に
働
き
か
け
て
灘
埠
頭
、
第
七
突
段
を
完
成
さ
せ
た
。
一
一
十
八

年
十
一
月
、
原
口
は
神
戸
市
長
に
再
選
さ
れ
た
後
、
東
部
海
市
第

工
区
の

埋
め
立
て
工
事
に

し
た
。
山
止
を
海
へ
動
か
す
大
工
事
の
始
ま
り
で
あ
り
、

神
戸
市
が
公
共
デ
ベ
ロ
ッ
パ
！
と
し
て
踏
み
出
し
た
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
山

を
削
っ
た
土
で
海
聞
を
埋
め
立
て
て
造
成
地
を
作
り
、
港
湾
や
工
業
団
地
と

石

し
、
山
な
陥
っ
た
跡
地
は
宅
地
に
能
う
と
い
う
「

の
案
で
あ
っ

た
。
同
年
、
長
浜
時
雄
助
役
の
後
任
に
、
宮
崎
辰
雄
が
就
任
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
入
る
と
、
警
察
法
の
改
正
が
中
央

饗
察
法
改
正
と
神

戸
市
饗
の
廃
止

一
般
的
に
は
、

の
増
強
、

か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

国
警
優
位
の
法
改
正
は
時
代
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
て
批
判
的
見
解
が
多
か

第五節

っ
た
。
同
年
一
一
一
月
六
日
の
市
会
に
は
「
警
察
法
改
正
に
関
す
る
意
見
書
提
出

の
件
」
が
提
出
さ
れ
、
異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。
そ
れ
は
自
治
体
警
察
が
、
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民
主
曾
察
の
本
義
に
立
脚
し
、
民
衆
の
警
察
と
し
て
育
成
充
実
さ
れ
、
治
安
の
確
保
に
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
今
回
計
聞
き

れ
て
い
る
瞥
察
法
の
改
正
は
、
警
察
出
家
再
現
の
お
そ
れ
な
し
と
は
い
え
ず
、
そ
の
う
え
自
治
搬
出
と
国
警
と
の
対
立
摩
擦
を
引

き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
、
改
正
に
断
間
反
対
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
新
警
察
制
度
は
当
初
か
ら
多
難

な
出
発
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一
一
本
建
て
制
度
に
よ
る
不
合
理
、
警
察
本
務
の
非
能
率
、
治
安
責
任
の
不
明
確
、
財
政
的
困
難

な
ど
問
題
を
か
か
え
て
い
た
。

一
十
六
、
ニ
十
七
年
の
二
度
に
わ
た
る
一
部
改
正
に
つ
づ
く
警
察
法
の
全
閣
改
正
は
、

一
十
八
年
こ
ろ
か
ら
各
方
部
で
腕
時
に

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、

一
十
八
年
一
ニ
月
一

目
の
子
算
市
会
に
お
い
て
、
原
口
市
長
は
っ
加
鳩
山
察
制
度
改
正
に
つ
き
ま
し
て

は
、
目
下
商
会
で
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
国
民
主
化
の
た
め
に
は
大
都
市
自
治
体
警
察
の
存
続
は
、

不
可
欠
の
要
件
と

存
じ
ま
す
の
で
、
そ
の
維
持
強
化
に
努
力
し
た
い
い
と
述
べ
て
い
た
。
だ
が
、
翌
二
十
九
年
五
月
新
警
察
法
が
衆
議
院
を
通
過

し
た
。
神
戸
市
を
は
じ
め
全
国
主
要
大
都
市
は
、
民
主
時
代
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
て
改
正
に
対
し
全
部
反
対
の
態
度
を
切
ら

か
に
し
て
い
た
。

の
市
会
に
は
っ
都
市
山
小
町
内
察
存
践
に
関
す
る
決
議
案
L

が
上
程
さ
れ
、
満
場

致
で
可
決
さ
れ
た
。

さ
ら
に
五
大
都
市
は
市
長
議
長
会
議
を
開
い
て
、

「
大
都
市
山
崎
ハ
祭
は
独
立
の
単
位
と
し
て
存
置
す
る
よ
う
」
強
く
政
府
に
要
請

し
て
い
た
。
他
方
、
府
県
側
は
っ
’
経
費
の
面
で
も
存
置
は
む
だ
が
多
い
L

っ
府
県
の
医
域
か
ら
大
都
市
安
切
り
放
せ
ば
、
治
安

資
任
の
帰
属
が
不
明
確
と
な
り
、
治
安
上
の
盲
点
が
で
き
る
し
と
反
論
し
た
。
こ
の
問
題
は
特
別
市
制
問
題
と
直
接
関
連
し
て

い
た
の
で
両
者
の
問
で
激
し
い
論
議
が
展
開
さ
れ
た
。

新
警
察
法
は
昭
和
二
十
九
年
六
月
八
日
公
布
、
七
月
一
日
施
行
さ
れ
た
。
神
戸
市
を
除
く

入
市
町
警
察
は
、
兵
庫
県
国
家

地
方
警
察
と
と
も
に
蕗
止
さ
れ
、
七
月
一
目
新
し
く
都
道
府
県
単
位
の
自
治
体
務
控
目
で
あ
る
兵
庫
県
仙
診
察
と
し
て
発
足
し
た
。
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神
戸
市
警
は
新
嘗
察
法
制
則
に
よ
っ
て
三
十
年
六
月

日
ま
で
一
年
罷
り
で
存
置
さ
れ
、
そ
れ
以
後
は
自
動
的
に
兵
庫
県
勢

に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
特
別

市
制
運
動

シ
ャ
ウ
ブ
勧
告
（
ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
を
租
税
制
度
の
函
か
ら
具
体
化
す
る
た
め
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
援
シ
ャ
ウ
プ
を

関
長
と
す
る
税
制
使
節
聞
か
ら
出
さ
れ
た
勧
告
。

間
税
に
濁
し
て
は
直
接
税
中
心
主
義
を
と
り
、
地
方
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
税
と
し
て
の
付
加
価
値
税
の
導
入
、
市
町
村
税
に
悶
定
資
援
税
を
付
与
す
る
な
ど
地
方
財
源
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
中
央
令
翁
の

サンフランシスコ講和から「五五年体制JJの成立

干
渉
を
排
除
す
る
た
め
補
助
金
を
整
理
し
、
平
衡
交
付
金
制
度
に
改
組
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
）
に
よ
る
際
、
府
県
、
市
町
村
間
の
事
務
一
件

配
分
の
問
題
、
講
和
条
約
締
結
を
契
機
に
、
一
得
び
特
別
市
制
運
動
が
表
面
化
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
六
月
に
は
、

五
大
都
市
に

よ
っ
て
「
特
別
市
制
服
成
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

「
占
領
行
政
は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
占
領
行
政
下
の
諸
制

度
合
｝
再
検
討
し
、
今
後
の
J

付
立
態
勢
な
確
立
す
る
の
が
当
商
の
急
務
。
こ
の
と
き
に
当
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
大
都
市
行
政
の
民

主
化
と
簡
素
化
を
め
ざ
す
特
別
市
制
の
実
現
を
要
望
す
る
」
と
う
た
っ
た
。

そ
し
て
、
翌

一
十
七
年
五
月
第
二
一

、
五
大
都
市
側
に
よ
っ
て
「
五
大
市
を
特
別
市
に
指
定
す
る
法
律
案
」
が
、

ぼ
機
を
閉
じ
く
し
て
府
県
側
議
員
に
よ
っ
て

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
（
い
わ
ゆ
る
特
市
条
項
の
削
除
案
）
が

提
出
さ
れ
た
。

か
く
し
て
、
特
別
市
制
問
題
は
再
び
県
鳴
市
悶
の
対
立
点
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
度
は
会
期
最
終
日
の
七

月

一
日
の
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
理
由
に
関
す
る
説
明
書
が
配
布
さ
れ
た
だ
け
で
、
法
案
は
審
議
未
了
で
溌
案
と
な

っ
た
。
以
後
、
大
都
市
制
度
問
題
は
開
会
か
ら
地
方
制
度
簡
査
会
に
移
さ
れ
た
が
、
約
一
年
に
わ
た
る
調
査
研
究
の
末
、
ニ

第五節

八
年
十
月
、
暫
定
措
置
と
し
て
「
府
県
機
能
の
一
部
を
大
都
市
に
移
譲
す
る
こ
と
、
大
都
市
に
対
す
る
府
県
知
事
の
許
認
可
権

を
整
理
す
る
L

こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
答
申
を
行
っ
た
。
な
か
で
も
、
務
総
同
制
度
の
改
革
の
問
題
は
争
点
と
な
っ
た
。
答
申

近代・現代｝が史編N
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は
ル
診
察
制
度
に
つ
い
て
は
、

「
間
家
地
方
警
察
と
市
町
村
自
治
体
警
察
を
廃
止
し
、
府
県
お
よ
び
大
都
市
単
位
の
自
治
体
警
察

の
存
毘
L

、
ま
た
教
育
制
度
に
関
し
て
は
「
府
県
お
よ
び
五
大
市
の
教
育
委
員
会
の
存
置
」
を
認
め
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
れ

に
対
し
、
府
県
側
は
事
実
上
の
特
別
市
制
実
現
で
あ
る
と
反
対
の
態
度
を
打
ち
出
し
た
。
他
方
、
大
都
市
側
は
「
憧
久
的
な
大

都
市
制
度
で
あ
る
特
別
市
制
が
速
や
か
に
法
制
化
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
が
、
当
商
の
緊
急
措
置
と
し
て
答
申
内
容
の
速
や
か

な
実
現
を
望
む
L

旨
の
見
解
を
表
明
し
た
。

昭
和
一
一
一
十
年
政
府
は
調
査
会
答
申
ど
お
り
事
務
配
分
に
よ
る
「
大
都
市
特
例
L

を
規
定
し
た
自
治
法
改
正
法
律
案
を
国
会
に

提
出
し
た
が
、
再
び
容
議
未
了
廃
案
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
翌

一
年
六
月
一
部
手
直
し
が
加
え
ら
れ
た
地
方
自
治
法
改
正

法
律
案
が
公
布
さ
れ
、
府
県
か
ら
大
都
市
へ
福
祉
、
衛
生
、
都
市
計
画
な
ど
の
分
野
に
わ
た
る
事
務
権
隈
が
移
設
さ
れ
、
大
都
市

に
対
す
る
府
県
の
監
督
権
も
緩
和
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
代
わ
り
特
別
市
制
条
項
が
削
除
さ
れ
、
政
令
指
定
都
市
と
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
八
年
市
長
選

挙
｜
原
口
市
長
の
一
待
選

原
口
市
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
戦
後
一
一
一
四
回
の
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
市
長
候
補
者
に
つ
い
て
は

早
く
か
ら
取
り
沙
汰
さ
れ
、
新
関
紙
上
で
も
二
、
一
一
一
の
有
力
者
が
浮
か
び
上
が
っ
た
も
の
の
、
選
挙

が
近
づ
く
に
つ
れ
、
そ
れ
ら
は
逐
次
担
え
て
行
っ
た
。
他
方
、
市
会
は
全
会

致
の
か
た
ち
で
原
口
市
長
を
推
薦
す
る
決
議
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
現
職
の
独
走
の
気
配
が
濃
厚
に
な
っ
た
。
原
口
市
長
も
立
候
補
と
同
時
に
職
を
辞
す
旨
を
表
明
し
、
す
っ
き

り
し
た
形
で
選
挙
に
望
み
た
い
と
の
決
意
を
披
露
し
て
い
た
。

告
示
は
十
月
三
十
一
日
に
な
さ
れ
た
が
、
原
口
、
堀
川
一
知
（
共
産
党
）
、
小
杉
イ
子
が
立
候
補
し
、

つ
い
で
田
淵
謀
、
中
間

勝
治
が
立
候
補
、

五
人
で
争
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
原
口
の
優
位
は
動
か
ず
、
焦
点
は
投
票
率
、
得
票
数
の

に
あ
っ

た
。
投
票
率
は
一
一
一
七
・
四
%
と
な
り
、
現
職
の
原
口
が
有
効
投
票
の
九
五
%
約

八
万
票
を
集
め
、
二
位
以
下
に
圧
倒
的
大
諮
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を
つ
け
て
再
選
さ
れ
た
。

サンフランシスコ議和から「五五年体制」の成立

昭
和
二
十
七
・

十
八
年
総
選
挙

3 

「
五
五
年
体
制
」

の
成
立

昭
和
二
十
七
三
九
五
二
）
年
八
月
二
十
八
日
第
一
四
回
通
常
国
会
の
胃
．
頭
、
政
府
は
突
如
衆
議
院
を
解

候補者別得禁数

当字客 候補者氏名 n; 派 得票数

当選 河上丈太郎 右派社会党 81,001 

当選 中 弁 一 夫 自 由 党 78,650 

当選 首藤新入 自由 党 52,579 

次点 松沢兼人 右派社会党 52,036 

浜野徹太郎 改進党 17, 756 

立花敏男 共産党 11,685 

散
し
た
。
こ
の
「
抜
打
ち
解
散
」
は
、
追
放
解
除
と
な
っ
た
鳩
山

郎
ら
が
自
由
党
に
復
帰
し
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
も
っ
ぱ
ら
自
由
党
の
党
内
事
情
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
選
挙
の
争
点
は
「
一
将
軍
縮
」
問
題
に
あ
っ
た
。

吉
田
首
相
は
、
再
軍
備
は
い
ま
直
ち
に
行
う
べ
き
で
は
な
く
、
民
力
の
充
実
が
先
決
と
の
立
場
な
と
っ
た
。
自
由
党
の
う
ち
、

第五節

昭和27年10月衆議院議員

総選挙結果

表 210

党派別得察数・4号禁ネ

得票率

% 
45 

44 

6 

4 

得 E実数

133,037 

131,229 

17, 756 

11,685 

4,449 

派

右派社会党

自由党

改進党

共産党

左派社会党

党

鳩
山
派
は
一
持
軍
備
促
進
を
明
確
に
し
て
吉
田
派
を

批
判
し
た
。
改
進
党
は
「
ご
ま
か
し
の
一
持
軍
備
を

や
め
、
関
誌
の
納
得
に
よ
る
民
主
的
自
衛
躍
の
創

立
L

を
う
た
い
、
社
会
党
は
左
右
両
派
と
も
H

再

軍
備
か
生
活
安
定
か
υ

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
打

資料： F選挙の記録ぷ

ち
出
し
た
。
と
く
に
、
左
派
は
一
将
軍
備
反
対
の
た

め
の
一
平
和
諮
法
擁
護
な
強
制
し
た
。
労
農
党
と
北
ハ

産
党
は
、
外
国
軍
隊
の
撤
退
と
全
軍
事
基
地
の
撤

去
、
一
平
和
・
安
保
両
条
約
や
行
政
協
定
の
破
棄
な
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昭和28年4月衆議院議員総選挙結果表 211

候補者別得票数・得緊ネ

f与索数

88,885 

73,037 

40,670 

40,095 

24,462 

ど
を
主
張
し
た
。

一
区
で
の
立
候
橋
の
状
況
は
、
定
数
一
一
一
人
に
対
し
、
自
由
党
・
右
派

派

右派社会党

自由党（吉間派）

自由党(I鳥山派）

左派社会党

改 進党

社
会
党
各
二
人
、
改
進
党
・
共
産
党
・
左
派
社
会
党
各
一
人
の
、
計
七
人
が
立
っ
た
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
追
放
解
除
と
な
っ
た
河
上
丈
太
郎
が
右
派
社
会
党
か
ら
、
中
井
一

夫
が
自
由
党
か
ら
、
浜
野
徹
太
郎
が
改
進
党
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
し
た
こ
と
で
あ
る
。

十
月
一
日
第
一

五
回
総
選
挙
は
執
行
さ
れ
た
。
投
票
率
は
選
挙
の
争
点
が
明
確
で
あ
っ

党候補者氏名

河上丈太郎

中井一夫

首藤新八

五島虎ftffi

浜野徹太郎

た
こ
と
も
あ
っ
て
、
県
全
体
で
は
七
問
・
九
%
と
戦
後
最
高
を
記
録
し
た
が
、
神
戸
市

で
は
五
六
昏
九
%
に
と
ど
ま
っ
た
。
結
果
は
追
放
解
除
組
の
河
上
丈
太
郎
と
中
井
工
一
人

資料 「選挙の記録品

が
一
・
二
位
を
占
め
、
現
職
の
常
藤
新
入
が
つ
づ
い
た
。
候
補
者
別
・
党
派
別
得
票
数

は
十
点
以
仰
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
一
六
回
総
選
挙
は
、
前
回
か
ら
わ
ず
か
半
年
後
の
昭
和
二
十
八
年
四
月
に
行
わ
れ

た
。
衆
議
院
は
、
同
年
三
月
吉
田
内
閣
不
信
任
案
を
可
決
し
た
が
、
、
き
っ
か
け
と
な
っ

、I/ u~ 

=i滑

選

選

選

点

当

当

当

次

た
の
は
二
月
二
十
八
日
の
合
間
首
相
の
つ
バ
カ
ヤ
ロ
l
L
発
言
で
あ
っ
た
。

区
で
の
立
候
補
者
数
は
、
定
数
一
一
一
人
に
対
し
、

左
右
社
会
党
・
自
由
党
吉
田
派
・
自
由
党
鳩
山
派
・
改
進
党
各
一
人
の
、
計
五
人
と
戦
後
最
少
と
な
っ
た
。
共
産
党
は
革
新
政

党
支
援
の
た
め
立
候
補
を
制
限
、

一
区
で
は
候
補
者
を
立
て
な
か
っ
た
。
投
票
率
は
、
四
人
・
四
%
と
い
う
低
投
票
率
で
あ
っ

た
。
結
果
は
、
前
回
と
向
様
、
河
上
、
中
井
、
常
藤
の
現
職
が
当
選
し
た
。
候
補
者
別
・
党
派
別
得
票
数
は
表
山
の
通
り
で
あ

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
左
派
社
会
党
の
五
島
虎
雄
が
わ
ず
か
五
七
五
票
差
で
次
点
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
び
の
総

選
挙
の
第
一
の
特
色
は
、

一
般
に
保
守
政
党
が
ふ
る
わ
ず
、
革
新
政
党
と
り
わ
け
左
派
社
会
党
が
思
わ
ぬ
躍
進
を
見
せ
た
こ
と

994 戦後の神戸市第五手手



で
あ
っ
た
が
、
兵
路
県
の
場
合
当
選
者
数
で
は
保
J

守
政
党
の
減
少
は
な
く
、
左
派
社
会
党
の
増
加
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
は

い〉え、

五
島
の
惜
敗
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
得
票
率
か
ら
み
れ
ば
明
ら
か
に
左
派
社
会
党
の
伸
長
は
著
し
か
っ
た
。

昭
和
三
十
年
二
月

衆
議
院
総
選
挙

昭
和
二
十
八
（

と
な
り
、
第
五
次
官
国
内
閣
が
生
ま
れ
た
。
吉
田
内
閣
は
単
独
少
数
党
内
閣
で
あ
っ
た
か
ら
、
改
進
党

九
五
三
）
年
総
選
挙
で
吉
田
自
由
党
は
過
半
数
に
は
達
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
第
一
党

と
の
連
立
な
闘
っ
た
が
失
敗
し
た
。
逆
に
、
鳩
山
派
・
岸
派
な
ど
自
由
党
反
官
邸
派
が
改
進
党
と
合
問
、
二
十
九
年
十
一
月
日

本
民
主
党
が
結
成
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
向
年
末
民
主
党
と
両
派
社
会
党
と
の
闘
で
、
休
会
開
け
早
々
に
衆
議
院
を
解
散
す
る
と

か
く
し
て
、
昭
和
一
一
一
十
年

サンフランシスコ講和から「五五年体illi]Jの成立

い
う
こ
と
で
話
し
合
い
が
つ
き
、
総
選
挙
ま
で
の
選
挙
管
理
内
調
と
し
て
鳩
山
内
関
が
成
立
し
た
。

一
月
第
二
七
回
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
総
選
挙
の
最
大
の
争
点
は
、
窓
法
改
正
問
題
を
ど
う
す
る
か
に
あ
っ
た
。
保
守
派
が
改

第五節

昭和30年 2月衆議院議員

総選挙結果

表 212

候補者別得票数

当著5候補者氏名 党 派 ；得票数

当選 向上丈太郎 右派社会党 83,645 

当選 首藤新八 民 主 党 69 180 

当選 五島虎雄 左派社会党 56,264 

次点 中井一夫 自由党 53,835 

永江一夫 右派社会党 35,590 

合JI! 党 無所属 13,278 

党派別手号孫数・符l~考査

得票率

% 
38 

22 

18 

17 

4 

f辱紫数

119,235 

69, 180 

56,264 

53,835 

13,278 

右派社会党

民主党

左派社会党

自由党

然所属

百託~-'t 

正
に
必
要
な
三
分
の
ニ
を
制
す
る
か
、
あ
る
い

は
革
新
陣
営
が
一
ニ
分
の
一
の
撲
を
突
破
し
て
、

改
正
を
阻
止
で
き
る
か
、
こ
れ
が
ふ
f
盟
の
総
選

挙
の
争
点
と
な
っ
た
。
立
候
補
者
数
は
、

区

で
は
定
数
三
人
に
対
し
、
自
由
党
（
中
井
一
夫
）
、

資料： F選挙の記録t,

民
主
党
（
首
藤
新
入
）
、
右
派
社
会
党
（
河
上
丈
太

郎
・
永
江
一
夫
）
、
左
派
社
会
党
（
五
島
虎
雄
）
、
無

所
属
（
士
口
川
党
）
の
計
六
人
で
あ
っ
た
。

投
票
率

は
五
五
・

O
%
で
、
河
上
、
首
藤
、

五
島
が
当

近代・汲代際£1:1.絞i!V99ラ



選
し
、
現
職
の
中
井
が
落
選
し
た
。
社
会
党
が
左
右
を
合
わ
せ
て
、
一
一
議
席
を
確
保
し
た
。
候
補
者
別
・
党
派
別
得
票
数
は
表

仰
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
十
年
市

会
議
員
選
挙

昭
和
一
一
一
十
（
一
九
五
五
）
年
四
月
ニ
十
三
日
、
初
の
統

地
方
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
市
会
議

立
候
補
者
は
定
数
六

O
人
に
対
し
、

員
選
挙
が
県
会
議
員
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
。

五
一
一
一
人
（
う
ち

閑
人
は
後
に
辞
退
）
で
、
二
・
五
倍
の
競
争
率
で
あ
っ
た
。
党
派
別
に
は
、
民
主
党
間
三
人
、
社
会
党
二
五
人
、
共
産
党
八
人
、

自
由
党
二
人
、
諸
派
・
無
所
属
七
一
人
で
あ
っ
た
。
投
票
当
日
は
晴
天
で
、
投
票
率
は
六

0
・
九
一
一
一
%
で
あ
っ
た
。
結
果
は
、

党
派
別
で
は
、
民
主
党
一
八
人
、
社
会
党
二
ハ
人
（
う
ち
右
社
二
ニ
人
、
友
社
一
一
一
人
）
、
自
由
党
一
人
、
無
所
属
二
五
人
と
な
っ
た
。

前
議
員
の
落
選
は
一
六
人
で
、
新
人
は
一
五
人
、
一
沼
市
議
一
一
一
人
が
返
り
咲
き
、
女
性
議
員
は
現
職
に
加
え
、

人
が
当
選
合
計

二
人
と
な
っ
た
。

革
新
系
の
進
出
に
つ
い
て
、

当
時
の
新
開
は
「
革
新
系
候
補
の
進
出
が
興
味
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
改
選
前
の
一
七
人
（
友

社
一
、
布
社
九
、
労
良
一
、
無
所
属
中
ハ
）
か
ら
一
一

O
人
と
議
席
の

の
一
ー
な
制
し
た
。
前
職
、
が
菩
令
区
で
揃
っ
て
当
選
し
た
の
を

は
じ
め
、
兵
庫
、
…
担
訳
出
、
須
磨
、
垂
水
の
西
神
戸
で
強
み
を
み
せ
、
逆
に
東
灘
、
灘
、

同
区
で
は
新
人
の
進
出
で
波
乱
を
生

ん
だ
。
ま
た
教
脊
関
係
者
が
い
ず
れ
も
問
中
一
突
な
強
さ
な
発
探
し
、
直
接
関
係
者
だ
け
で
七
人
が
当
選
し
て
い
る
。
党
派
別
で
は

左
社
が
三
人
で
二
人
柄
、
右
社
が
二
ニ
人
で
四
人
増
、
こ
の
革
新
勢
力
の
台
頭
は
二
十
九
年
十
二
月
の
知
事
選
を
契
機
に
新
し

い
革
新
居
が
ふ
え
て
き
た
と
み
て
よ
く
、
今
後
統
一
会
派
が
で
き
れ
ば
市
会
の
一
一
一
分
の
一
を
占
め
て
保
守
会
派
と
対
抗
し
て
市

政
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。

一
方
保
守
の
民
主
党
は
上
々
の
人
気
に
乗
り
な
が
ら
乱
立
の
た
め
二
二
人

か
ら

八
人
に
減
じ
、
自
由
党
も

人
の
現
状
維
持
、
無
所
属
を
表
現
し
た
も
の
が
二
五
人
あ
り
、
保
守
会
派
の
蒋
編
成
の
動
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サンフラ γシスコ講和から「五五年体1l~IJ のゆと立第五節

昭和30年4月市会議員選挙結果表 213

党派別立候補者数・当選者数

三日
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日
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自由党
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東灘
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兵隊

長田
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霊水

60 149 25 。8 16 25 18 43 2 計A 
口

（泊1 '.l'l:派の友は立｛没補者数， bーはま！滋者数。

区別党派別得禁数・得祭主終

得主主数

1勾
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宅

B＆

－
L
T
A

今
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唱
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今、
υ
フ
“
今
’
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共疲労；

？品＞i ~＇~ 
13 I 646 

361 623 

25i 398 

10 i 532 
出1,064 

21: 1,799 

361 665 

251 632 

社会党

票
4,848 

27 I 18, 996 

6,436 

2,646 

411 7,871 

31 I 15, 727 

10, 102 

9,571 

官宅2

4,342 

14,306 

7,683 

3,847 

30, 798 

22, 972 

12, 797 

13,329 

19 5,022 

東 灘
灘；

辞令

生田

兵隊

長 田

須磨

垂水

近代・ 2晃代

6,359 
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45 i 359, 569 

際1'Iミ編N

21 161, 917 21 76, 197 31 11 110, 074 

資料：「選挙の記録a

5,022 計
八
日
向



き
が
住
目
さ
れ
る
L

と
述
べ
て
い
る
。
党
派
別
・
一
院
別
得
票
数
は
表
加
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
向
時
に
行
わ
れ
た
県
会
議
員

由
党
一
人
、
無
所
属
ニ
人
で
あ
っ
た
。

選
挙
に
お
い
て
は
、
社
会
党
が
神
戸
市
内
で
得
票
率
三
七
%
・
八
人
の
当
選
、
民
主
党
が
得
票
率
二
九
%
・
七
人
の
当
選
、
自

五
五
年
体
制
の

成
立
と
神
戸
市

社
会
党
は
連
立
政
権
に
失
敗
し
た
あ
と
、

の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
願
調
に
回
復
し
た
。
特
に
、
左
派
社
会
党
の
仲
間
山
氏
は
め
ざ
ま
し
く
、
左
右
を
合
わ
せ
れ

ば
、
昭
和
二
十
八
年
段
階
で
、

一
度
は
一

O
M同
政
党
に
ま
で
転
落
し
た
が
、
左
右
に
分
か
れ
て

ほ
ぼ
第
一
党
と
な
っ
た
五
年
前
の
水
準
を
間
後
し
、
昭
和
三
十
年
一
一
月
に
は
、
そ
れ
を
突
破
し

が
再
現
さ
れ
れ
ば
、
も
う
一
度
社
会
党
が
第
一
党
と
し

て
史
上
最
多
の
議
席
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
は
、
も
し
社
会
党
が
統
一
さ
れ
、
保
守
党
が
分
裂
し
て
い
る
一
一
十
二
年
当
時
の
状
況

4
・
1
a

今
4

1

4

n

u

n

U

守

B
A
t
t晶

τ
i

今

必

今

4

1

h

今，“

て
政
権
を
と
る
こ
と
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
逆
に
保
守
側
に
と
っ
て
は
憂
い
隠
す
べ
き

事
態
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
、
保
革
双
方
と
も
合
同
に

向
か
っ
て
進
ん
だ
。
昭
和
三
十
（
一
九
五
五
）
年
十
月
、

の
社
会
党
が
四
年
ぶ
り
に
再
統
一
さ
れ
た
。
そ
の

一
カ
月
後
、
民
主
党
と
自
由
党
が
合
同
し
、
自
由
民
主

党
が
発
足
し
た
。
保
守
と
革
新
を
代
表
す
る
勢
力
が
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
に
統
合
さ
れ
、
こ
の

政
党
が
、
そ
の
後

第
一
党
と
第
一
一
党
を
占
め
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

表 214 11百手~121年～30年までの神戸市‘内に

おける悶政選挙での自民党・社会

党得票率
ell.~ 
7L 

% 
34 

63 

42 

30 

30 

25 

43 

46 

48 

62 

56 

47 

48 

n
t
H
3
1
A
t
i

唱

i

唱

A

1

A

フ
“
。
，
u
t
i

’i
内
J
U

唱

i

% 
42 

32 

47 

43 

51 

68 

45 

50 

51 

38 

39 

45 

48 

選挙

昭和21年総選挙

昭和22年参院選

昭和22:tj三総選挙

昭和24年総選挙

向 参院補選

昭和25年参院補選

昭和25年参院選挙

昭和27年総選挙

昭和28年総選挙

同 参i淀選挙

l昭和30年総選挙

昭和31年参院選

昭和33年総選挙

998 第五主主戦後の神戸市



れ
は
、
成
立
し
た
年
に
ち
な
ん
で
「
五
五
年
体
制
」
と
呼
ば
れ
た
。

そ
れ
は

中
央
で
は
、
自
民
・
社
会
の

一
大
政
党
制
が
確
立
し
、
保
革
対
立
の
時
代
を
迎
え
た
。

し
か
し
、
こ
れ
を
神
戸
市
を
例
に
と
っ
て
み
た
場
合
、

か
二
分
の

た
だ
し
、
議
席
数
の
上
か
ら
い
え
ば
、

対
0
・
五
）
政
党
制
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
様
相
は
異
な
っ
て
い
た
。
表
却
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
衆
議
院
・
参
議
院
で
は
、
昭
和
二
十

の
参
議
院
通
常
選
挙
を

境
に
、
社
会
党
と
自
民
党
の
持
抗
状
態
が
つ
づ
き
、
間
二
十
八
年
参
議
院
選
挙
後
、
社
会
党
と
自
民
党
の
得
議
比
率
は
六
対
四

と
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も

サンフランシスゴ~'fl同1から「五五年体制」の成主［.

去
年
体
制
」
の
成
立
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
議
席
数
で
み
て
も
、
社
会
党
は
昭
和
一
一
一
十
年
総

選
挙
で
二
十
二
年
選
挙
以
来
の
二
議
席
を
確
保
し
、
昭
和
四
十
二
年
議
席
を
ふ
〈
う
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
戦
前
か

ら
の
無
産
運
動
の
腔
史
に
加
え
、
多
数
の
産
業
労
働
者
を
有
す
る
工
業
都
市
神
戸
の
特
色
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

昭和22年～30年までの地方

選挙における自民党・社会

党得票率

表 215

第五節

A
守

ペ

伸

e
F
3
M
L
3

ハ
ツ
ハ
U

4

B

E

A

T

i

フ“

昭和22年県会

潟市会

昭和26年県会

岡市会

昭和30年県会

同市会

し
か
し
、

こ
れ
を
県
会
・
市
会
レ
ベ
ル
で
み
る
と
（
表
出
て
そ
の
様
相
は
異
な
っ
て
く
る
。

個
々
の
議
員
が
そ
の
党
派
を
明
ら
か
に
し
て
く
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
を
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
保
守
系
と
革
新
系
を
分
け
る
と
、
明
ら
か
に
保
守
系
が

優
位
で
あ
り
、
削
除
会
議
員
選
挙
で
は
得
票
率
で
ほ
ぼ
こ
対
一
で
あ
り
、
議
席
数
に

お
い
て
も
保
守
系
の
優
位
が
う
か
が
え
る
。

ニ3
－J

、
刀
口
h
u
H

7
7
3
L

問
手

に
お
い
て
は
、

自
・
社
の
議
席
数
は
ほ
ぼ
持
抗
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、

保
守
系
と
革
新
系
の
得
票
率
・
議
席
数
比
は
三
対

で
あ
っ
た
が
、
三
十
年
に
は

ほ
ぼ
二
対
…
と
な
っ
て
い
る
。
政
党
分
野
を
地
方
議
員
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
お
ろ
し

て
み
る
と
、

五
年
体
制
L

が
成
立
し
た
の
は
一
一
一
十
年
（
一
九
五
五
）
と
も
い
え

近代・現代長室5と綴N999 



代
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。

干
4

一
〉
内
ノ
。

し
か
し
、
そ
れ
も
昭
和
三
十
五
年
民
社
党
が
、
ま
た
公
明
党
が
成
立
し
、
共
産
党
が
伸
長
す
る
に
お
よ
び
多
党
化
の
附

工000第五章戦後の事11戸T!J


